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※本文に「注」を付す場合は、算用数字をパーレンで括って（注１）のように記してください（左参照）。

【例１】……また、一九八〇年代の百川敬仁の宣長の「もののあはれ」批判（注１）などもあって、平安朝の文化に対する「優美な王朝絵巻」といった紋切り型の理解に対する批判は時代とともに優勢になる（注２）。
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※本文と注の間は１行アキ。
（注組１段＝30字×23行）
〔注〕
（１）（注番号はパーレン囲み。注番号と注の間は１字アキ。２行目以 (い)降 (こう)は１字下げ）
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（１行アキ）
――ちくま・たろう／◯◯大学教授――　
※注とお名まえ・ご所属の間は１行アキ。論文末尾にお名前の読みとご所属を記してください。


【『国語と国文学』テンプレート使用の投稿・寄稿時の注意事項】
1 分量について　論文の頁数は、本テンプレート使用の場合、16頁以内を原則とします。なお、図・写真・表等も頁数に含みます。図表も含めて規定の頁に収まるよう調整してください。
2 『国語と国文学』基本フォーマット　本誌の基本フォーマットは、１行27字×20行×２段です。ただし、開始頁は27字×12行×２段です。〔注〕は、１段につき１行30字×23行×２段です。
3 図表について　論文に掲載する図・写真に関する著作権処理は編集部では行いません。執筆者ご自身で著作権者へ許諾を得ていただきますようお願いします。また、図・写真のデータは、原則３５０ｄｐｉ以上の解像度のものを画像データ（拡張子　.jpg＼.tiff）にして、本文とは別のデータファイルで保存して、本文データと一緒にお送りください。表組みは、表計算ソフトなどで作成されたものを図版として挿入していただいても結構です。その場合は元のデータファイルも一緒にお送りください。グラフなどは、図版データをお送りください。原則として編集部では作成しません。
4 本テンプレートについて　本テンプレートは、Microsoft Office 2016（拡張子　.docx）以降で利用できます。注の付け方は、本テンプレートに倣ってください。原則として注作成機能は使用しないでください。
5 参考文献等の参照頁について　参考文献等の参照頁の表記は、原則として漢数字を用いてください。【例】『日本近代文学大事典』一三五六頁。
6 御原稿送付について　御原稿の送付につきましては、本テンプレートにて作成いただきましたＷｏｒｄファイルと、ＰＤＦファイルをお送りください。組版に関する特別な御希望がある場合は、別途お知らせください。
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